
 

創立 1991 年 5 月 20 日 

◇事務局  高山市本町１－２ 

       飛騨信用組合本町サテライト出張所 ３階 

        TEL：0577-36-0730/FAX：0577-36-1488 

◇例会場  ひだホテルプラザ 3Ｆ/TEL：0577-33-4600 

◇例会日  毎週月曜日 PM12：30～ 

◇ホームページ  http://www.takayamacrc.jp/ 

第 1150 回 H29･11・6 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 

＜点 鐘＞ 会長 中田 專太郎 

＜ロータリーソング＞ 我等の生業 

＜四つのテスト＞ 

 

＜会長の時間＞ 会長 中田 專太郎 
 

昨日までは 3連休でしたが、皆様、

おくつろぎになられたでしょう

か？私は 3日間共に栗との格闘の

日々でした。 

たまには自分の商売の栗の話で

もしようと思います。 

日本栗は、宮崎、熊本、愛媛とい

った順番で収穫され、茨城へと北

上していきます。収穫量としては、茨城が一番多く、次い

で熊本、愛媛、岐阜という順番になります。 

世界ではどうでしょうか？ 

その前に、日本人の死因は、ガン、心疾患だそうですが、

栗の二大泣きどころといえるのが、クリタマバチによる被

害と胴枯れ病による被害です。 

世界には、アメリカ栗、中国栗、日本栗、ヨーロッパ栗の

4つがあります。 

アメリカ栗は、20 世紀の初頭まではごくごく普通に自生

していたのですが、何らかの原因でもたらされた日本の胴

枯れ病の原因菌によって、絶滅に近いところまで被害を被

ったという事です。現在は胴枯れ病に耐性を持つ日本その

他の交雑種を増やす努力が図られているらしいです。 

中国栗は、天津甘栗を思い浮かべてもらいたいのですが、

クリタマバチに被害を受けやすい品種です。 

ヨーロッパ栗については、ちょっと面白いのですが、英語

では栗の事をチェストナッツといいますが、フランス語で

はマロンとは実は呼ばないのです。複数からなる栗の実の

事を「シャテーニュ」とフランスでは呼びます。これはフ

ランスの学者にフランスで、栗の時期に直接聞きましたの

で、おそらく間違いないです。ですが、マロンとは基本的

には、マロニエ、即ち、栃の実のことであり、しかもこの

実は不味くてヨーロッパでは食用にしません。実は、シャ

テーニュを品種改良してイガの中に大型の美味しい栗が

1つだけ出来るものに品種改良したのですが、それをどう

いうわけか、シャテーニュと呼ばずに、いい加減に(何と

なくイメージが似ているので)マロンと呼んでしまったの

が、この何ともややこしい話の理由のようであります。日

本栗は、クリタマバチに対する耐性が弱く、かつてものす

ごい被害にあったのですが、その後、天敵であるチュウゴ

クオナガコバチを中国から導入することにより、その被害

を飛躍的に改善出来たそうです。 

余談ですが、日本に流通している栗に、非常に品質の良い、

そして値段も高い「利平栗」というのがあり、料亭などで

は重宝されているみたいですが、これは、天津栗の甘みと

日本栗の品質のいいとこ取りをしようとして産まれた、岐

阜県山県市原産の、和栗と中国栗の掛け合わせ品種です。 

以上、栗の四方山話をしましたが、栗のお菓子を食べたく

なったら、当店にまだまだ沢山ございますので、是非一度

ご来店をお待ち申し上げます。 

 
 
＜幹事報告＞ 幹事 谷口 欣也 
 

◎国際ロータリー第 2630地区ガバナー事務所より 

  ・2018-19年度地区補助金申請について 

  ・2018-19年度ロータリー財団 

 地区補助金奨学生募集について 

  ・韓日親善会議参加の御礼状 

（日韓親善会議委員長 市川伊三夫様） 

  ・11月のロータリーレート 1＄＝114円 

  ・規定審議会制定案提出に関する 

地区決議郵便投票の件 

  ・第 6回日台ロータリー 

親善会議のご案内 

＜会報＞ 

  ・名張ＲＣ 

 

 

 

＜広報雑誌ＩＴ委員会＞ 
 副委員長 久々野 國良 
 

ＭＹ ＲＯＴＡＲＹについて概要説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆会長  中田 專太郎   ◆幹事  谷口 欣也   ◆会報委員長 大原 誠  ◆会報担当 松之木 暎一 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 会長支持率 

本 日 

1150 回 
57 名 56 名 36 名 － 64.29％ 

前々回 

1148 回 
57 名 56 名 45 名 4 名 87.50% 

 

高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT WEEKLY REPORT 

2017～2018 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「いま結束のとき！目指そう、新たなる境地!!」 

＜出席報告＞ 
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＜高山中央未来委員会＞ 
 委員長 長瀬 栄二郎 
 

クラブ細則・内規について 

皆さま、こんにちは。 

本日は高山中央未来委員会の担当例

会です。 

中央未来委員会は、クラブ活動の中

長期的なビジョンを検討して具体的

に提言し、また、これに適した管理

運営が出来るよう、クラブ細則・内

規の確認や変更などを提案するといった役割を担ってお

ります。 

今年度は、2度の運営会議を開催し、未来に向けた、いか

なる内容を提言していくかを検討して参りました。 

前年度、ＲＩの意向により、すべてのクラブ定款は大幅に

柔軟な内容となりました。例会の回数や、職業分類につい

て柔軟な内容となりましたが、高山中央ＲＣでは、職業奉

仕の視点から、これまで通りのクラブ運営をしていく方針

が確認されています。 

本日ご持参いただきました計画書の巻末に、クラブ定款と

細則・内規が記載されておりますが、今回は細則の内容な

どについて、変更のご提案はございません。 

こちらは、本日の例会を機会に改めてご一読いただき、気

になる点がございましたら、私までご指摘を頂きたいと考

えております。 

そのうえで本日は、中長期的なクラブ活動の方針として、

多年度に渡る活動の方向性について、皆さまよりご意見を

頂戴したいと考えております。 

当クラブでは、既にＲＩ会長賞への取り組みや青少年育成、

親子体験講座の企画など、中長期に渡り継続している事業

がございます。 

今後の課題として、グローバル補助金を活用した事業にい

かに取り組むかといった項目が考えられますが、そのため

にはいかなるステップを踏んでいくか、又は全く新たな取

り組みとして、このような活動を展開してはどうかといっ

たご意見をいただけましたら幸いです。 

各テーブルでご意見を出し合っていただきたいと思いま

すが、それに先立ちまして、偶然にも、この度のＩＭにて、

中田会長が 10 年後のクラブのイメージを発表されること

になったという事で、10 年後の高山中央ＲＣについて、

発表予定の内容をお話し頂きたいと思います。 

皆さま宜しくお願い申し上げます。 

 

＜１１月のお祝い＞ 
 

＜会員誕生日＞ 

仲谷 政美   Ｓ１９年１１月 １日 

高原 清人   Ｓ３２年１１月 ２日 

直井 泰司   Ｓ４３年１１月 ９日 

橋本 修    Ｓ２３年１１月１２日 

山本 辰男   Ｓ２７年１１月２１日 

清水 幸平   Ｓ２６年１１月２６日 

 

＜夫人誕生日＞ 

都竹 太志  あやこ  １１月 ４日 

平林 英一  紀子   １１月 ６日 

村瀬 祐治  ひとみ  １１月 ８日 

高橋 厚生  佳美   １１月 ９日 

高原 武夫  優子   １１月２４日 

松之木映一  洋子   １１月２６日 

岡﨑 壮男  さとみ  １１月２９日 

 

＜結婚記念日＞ 

高原 清人   Ｓ５６年１１月 ２日 

足立 常孝   Ｓ５３年１１月 ８日 

岡﨑 壮男   Ｈ ４年１１月 ８日 

村瀬 祐治   Ｓ５９年１１月１０日 

山本 辰男   Ｓ５３年１１月１４日 

渡辺 甚一   Ｓ５５年１１月１５日 

和田 良博   Ｓ５４年１１月１７日 

大原 誠    Ｓ５８年１１月２０日 

周  信夫   Ｈ ５年１１月２３日 

 

 
 

 

 

 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 
結婚記念日のお花をありがとうございました。年に 1回の
ことで忘れますので、このようなプレゼントはありがたい
です。 久々野 国良 
 
家内の誕生日にステキな花をありがとうございます。 
 都竹 太志 

 
 
 
出席/プログラム委員長の時、1回は 100％出席例会を達成
したいと思いましたが、本日 最低出席率の日になりまし
た。早退します。 橋本 修 
 
ニコニコへのご協力をお願いします。 周 信夫 
 


